






【様式】 

 

２０２６ 年度 前期一般 入試 
 

情報学 研究科 情報学 専攻 情報システム コース 
 

科目名 C プログラミング 
 
【出題意図】 

問題 1 

問題 2 

（共通） 

繰返し文、条件分岐文、配列の操作等、プログラミングの基礎的な知識を

理解していること、また仕様に合致したプログラムを記述できること、を

評価する。 

 
【解答又は解答例】 

問題 1     /* ここに自由に実装せよ */      

    printf("高評価は %d 件です。\n", count_positives(a,6)); 

 

    /* ここに自由に実装せよ */  

    int i, cnt = 0;  

    for (i = 0; i < num; i++) {  

       if (answers[i] >= 4) { 

cnt++;  

} 

    } 

    return cnt;  

問題 2 /* ここに実装せよ */  

    for (i = 0; i < num; i++) {  

       if (scores[i] > 0) {  

          total_score   += scores[i];  

          valid_students++;  

        } 

    } 

    if (valid_students == 0) {  

       return 0;    

    } else {  

       return total_score / valid_students;  

    } 
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（問 3) 図 1 はシフトレジスタの回路構成図である． CLK はクロック， CLR はクリア，
れ示している．以下の問いに答えよ．

sin 

CLK 
CLR 

D Q。

T Q。CL 

D Q 1

図1

(1) 

-
01
L

 

c
T

シフトレジスタ

D Q2 

-
02
Lc

T

Tはトリガ入力をそれぞ

S。ut

この回路で使用されているD型フリップフロップ回路のように出力が過去の入力や出力履歴に依存する
回路の総称を答えよ．

(2)図1のシフトレジスタでトリガ入力はCLKの立ち上がりと立ち下がりどちらで動作するか答えよ．

(3)図1のシフトレジスタでSinから入力されたデータは何クロック後にS。utに出力されるか答えよ ．

(4)図1の回路で図2のタイミングチャ ー トに示すCLKとSinが与えられたとき，QoからQ2 の出力変化の
QoからQ2は全てLレベルから開始するものとする．様子をタイミングチャ ート上に描け． ただし，
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図2 タイミングチャ ー ト
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（問 4) 以下の問題に答えよ．

以下は仮想コンピュ ー タ COMET II のアセンブリ言語である CASL II で作成した「ー5 と 12 の積を算術シフトで計

算する」プログラムである アドレス指定（アドレッシング）は指標アドレス指定方式とする また， プログ

ラムの先頭アドレスは＃8000番地とする（ ‘#'は 16 進数を示す例： ＃1234 = (1234) 16). 解答はすべて 16 進数

で答えること

【プログラム】

PG START 

LD 

SLA 

ST 

LD 

SLA 

ADDA 

ST 

RET 

OAT DC 

RESULT DS 

END 

GRO, 

GRO, 

GRO, 

GRO, 

GRO, 

GRO, 

GRO, 

#FFFB 

#0001 

DAT 

#0003 

RESULT 

DAT 

#0002 

RESULT 

RESULT 

·①

；② 

；③ 

；④ 

) (1)①の命令が実行された後のGROの値（内容）とDATのアドレスを答えよ ．

(1)OROの値： DAT のアドレス値：

(2)②の命令が実行された後のGROの値（内容）を答えよ ．

(2)GR0の値：

(3)③のの命令が実行された後，フラグレジスタ(FR)の値 （内容）を答えよ ．

{3) フラグレジスタの値： SF （サインフラグ）

ZF（ゼロフラグ）

OF（オーバーフローフラグ）

(4)④の命令が実行された後，RESULTの値 （内容）を答えよ ．

(4)RESULTの値：
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２０２６ 年度 前期一般 入試 
 

情報学 研究科 情報学 専攻 情報システム コース 
 

科目名 コンピュータハードウェア 
 
【出題意図】 

問１ 

問２ 

基本的な進数変換や論理演算を理解しているのか 

アスキーコード表の読み方や垂直・水平パリティ方式について理解してい

るのか 

 
【解答又は解答例】 

問１ 

 

 

 

問２ 

（１）-52(10)   CC(16) 

（２）1111 0100(2) 

（３）a)  25(16)  b) 05(16) 

 

（１）G：  100 0111(2)       o：   110 1111(2)  

b：  110 0010(2)        y：   111 1001(2)   

（２）G：     47(16)      o：    6F(16)        

b：     E2(16)      y：    F9(16)         

水平パリティビット：  33(16)    

（３） 伝送誤りが発生した時，垂直パリティ方式では１ビットであれば

誤り発生を検出できるが誤ったビットを特定することはできない．また，

２ビットの誤りは検出できない．水平垂直パリティ方式では１ビットの伝

送誤りであれば，誤りビットを特定しビット反転により修復可能である．

また．２ビットに誤りが発生した時は，誤りを検出できるが誤りビットの

特定はできない． 
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情報学 研究科 情報学 専攻 情報システム コース 
 

科目名 コンピュータハードウェア 
 
【出題意図】 

問３ 

 

問４ 

シフトレジスタの動作の仕組みとタイムチャートについて理解できてい

るか 

アセンブリ言語（CASLⅡ）の動作やフラグレジスタ値を正しく理解できて

いるか 

 
【解答又は解答例】 
問３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 

（１）順序回路 

（２）立ち下がり 

（３）３クロック後 

（４）図の通り 

 

(1)GR0 の値：     ＃FFFB      DAT のアドレス値：  #800F              

(2)GR0 の値：     ＃FFD8 

(3) SF（サインフラグ）：１ 

ZF（ゼロフラグ）：０  

OF（オーバーフローフラグ）：１        

(4)RESULT の値：#FFC4 
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2026 年度 前期一般 入試 
 

情報学 研究科 情報学 専攻 情報システム コース 
 

科目名 情報数学 
 
【出題意図】 

問題 1 

 

問題 2 

 

問題 3 

 

置換積分・部分積分とその応用に関する基本的な知識があるか，三角関数

の性質を理解して正しく計算できるか． 

確率と確率分布に関する基本的な知識があるか，二項分布・正規分布の性

質を理解して正しく計算できるか． 

行列・行列式とその応用に関する基本的な知識があるか，固有値・固有ベ

クトルや行列の対角化の性質を理解して正しく計算できるか． 

 
【解答又は解答例】 

問題 1 

 

 

 

 

問題 2 

 

 

 

問題 3 

(1) 𝑏ට1 − ௫మ

௔మ
 

(2) 𝜋𝑎𝑏 

(3) ଵ
గ
 

 

(1) 4𝑟 − 𝑛 

(2) ଵ
ଶ
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(1) 𝜆ଵ = 𝑖, 𝜆ଶ = −𝑖 
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